
         室蘭地区排出油等災害対策協議会会則 
 

（目  的） 

第１条 この協議会は、海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律（昭和４５

年法律第１３６号）第４３条の６の協議会として、室蘭港及びその付近海域に

おいて、大量の油又は有害液体物質（以下「油等」という。）の排出事故が発

生した場合の防除活動について、その連携を図り、必要な事項の協議し、かつ、

その実施を推進することを目的とする。 

 

（会の名称） 

第２条 会の名称を「室蘭地区排出油等災害対策協議会」（以下「協議会」とい

う。）とする。 

 

（協議会の業務） 

第３条 協議会は、次の業務を行う。 

 (１) 排出油等防除マニュアルの作成 

イ 情報の連絡 

  ロ 人員、施設、器材の動員 

  ハ 出動船艇相互間の通信連絡 

  二 その他必要事項 

（２）排出油等の防除に必要な施設、器材の整備の推進 

（３）排出油等防除に関する研修及び訓練 

（４）排出油等防除活動の実施の推進 

（５）その他排出油等防除に関する重要事項の協議 

 

（組織） 

第４条 協議会は、会長及び会員をもって組織する。 

（１）会長は、室蘭海上保安部長をもって充てる。 

（２）会長は、会務を総理する。 

（３）会員は、室蘭港及びその付近海域において排出油等防除に関係ある別表に

掲げる機関若しくは団体（以下、「機関等」という。）の長又はその指名す

る職員をもって充てる。 

（４）協議会に、排出油等防除に関する技術的事項の調査研究及び事故発生時に

おける技術的事項に関する助言を行うため、技術専門委員会を置く。 

（５）技術専門委員会の委員は、会員の推薦する者のうちから会議の同意を得て



会長が委託する。 

 

（会議） 

第５条 会議は、定例会議及び臨時会議とし、会長が招集する。 

（１）定例会議は、年１回開催する。 

（２）臨時会議は、必要がある場合に開催する。 

 

（資料の交換） 

第６条 会員は、排出油等防除に必要な次の資料を年２回（３月３１日、９月３

０日現在）会長に提出し、会長は、それを取りまとめ会員に配付するものとす

る。 

（１）施設、器材の整備、保有状況 

（２）情報連絡体制（連絡担当者、昼夜間の電話番号） 

（３）その他必要な事項 

 

（訓  練） 

第７条 排出油等事故発生時における会員の防除活動を演練するため、毎年１回

以上訓練を行うものとする。 

 

（情報提供及び防除活動） 

第８条 会長は、大量の油若しくは有害液体物質が排出され、又は排出のおそれ

がある場合は、会員に対し、すみやかに事故に関する情報を通知する。                 
２ 会員である船舶所有者等は、海防法第３９条第２項各号に掲げる原因者又は

同条第４項各号に掲げる協力者として防除活動を実施するものとする。 

３ 会員である関係行政機関及び地方公共団体は、固有の事務又は海防法第４１

条の２の規定による管区本部長等の要請により、防除活動、二次災害防止等の

対策を実施するものとする。 

４ 会員である民間防災機関、油防除資機材メーカー、漁業者団体等は、原因者

や地方公共団体等からの要請又は自衛措置により、防除活動、二次災害防止等

の対策を実施するものとする。 

 

（総合調整本部の設置及び活動の調整並びに総合調整本部の任務） 

第９条 防除活動を実施する場合は、直ちに総合調整本部を設け、会長が活動の

調整を行うものとする。 

（２）８条の要請を受けた機関等の長は、所属する関係職員をただちに総合調整



本部に派遣するものとする。 

（３）総合調整本部は、次の業務を行う。 

イ 隣接協議会等が行う防除活動の調整 

ロ 会員相互の情報交換  
ハ 排出油等状況の変化等に伴う出動勢力の調整 

ニ 防災基本計画海上災害対策編に定める連絡調整本部との連携 

 

（経費の求償）   
第１０条 防除活動に要した経費の求償は、原則として各機関毎に原因者に請求す

るものとし、協議会はその支援及び調整を図るものとする。                           
 

（災害の補償） 

第１１条 防除活動を実施した各機関の所属する者が、活動のために災害（負傷、

疾病、障害又は死亡をいう。）を受けた場合における 補償については、法令

に定めのある場合を除き、当該被災した者の所属する機関が行うものとする。            
                                                                      

（協議） 

第１２条 この会則に疑義が生じた場合及びこの会則に定められていない事項に

ついて協議の必要がある場合には、その都度協議し、決定するものとする。 

（排出油防除計画に係る意見の提出） 

第１３条 協議会は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」 第４３条
の６第２項の規定に基づき、会員の協議により必要と認める場合は、室蘭港

及びその周辺海域に係る同法第４３条の５第１項の排出油防除計画につい

て、海上保安庁長官に対し意見を述べることが出来るものとする。 

 

（庶務）  
第１４条 協議会の庶務は、室蘭海上保安部警備救難課において行う。 

               
付 則 

この会則は昭和４９年１１月２９日から施行する。 

       平成７年１０月１日一部改正 

付 則 

この会則は平成１９年９月２１日から施行する。 


